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 要  旨 
今日ディジタルカメラは、画像素子の高性能化や 1000 万画素を超える高画素化によって高精
細撮影が可能になったため、カメラの動きによって発生する「手振れ」がプリントやディスプレ
イにて、さらに目立つようになってきた。「手振れ」が起こる原因として、シャッターが開き撮像
素子が光を捉えている露光中に、手が震えて被写体とカメラの位置関係が変化するため、像面に
振れが発生して画質が劣化する。そのため現在では、ジャイロセンサを用いてカメラの動きを感
知して、その動きをキャンセルする方向にレンズやセンサを駆動させ、光軸を調整する光学式手
振れ補正機構が搭載されたディジタルカメラが増えてきた。しかし、手振れ補正機構は完全に「手
振れ」を除去出来るわけではない。大きな揺れ幅や速い動きの「手振れ」には対応出来ず、特に
暗い環境下での低速シャッター撮影や、高倍率ズーム撮影では、手振れ補正機構を用いても「手
振れ」が発生しやすい。また、現在の手振れ補正機構は、角度振れと呼ばれるカメラの 3 軸回転
運動による「手振れ」に対して有効であるが、シフト振れと呼ばれるカメラの上下左右平行運動
による「手振れ」に対しては補正することが出来ない。このシフト振れは特に、マクロ撮影など
の近接領域での撮影において、「手振れ」に大きな影響を及ぼす。一方、手の震えに関する先行研
究では、射撃やジェンガなどを対象としているが、カメラ撮影に関しては、未だに研究されてい
ない。そこで本研究では、手振れ補正機構などのメカニカル要素以外の「手振れ」防止方法の検
討を目的とし、3 軸加速度センサを用いて、手の震えに与える姿勢、カメラ重量、シャッタース
ピードの影響を調べた。 
その結果、① 撮影枚数が多くなって震えが増大してきた場合、肘を曲げて脇に付けることで、
震えによる「手振れ」の影響が小さくなる ② 肘を伸ばした姿勢でカメラ撮影をすると、震えを
増大させて「手振れ」が発生してしまう ③ 自由に撮りやすい姿勢で震えによる「手振れ」の影
響がより小さくなる。また、カメラ重量を重くすることで、さらに震えによる「手振れ」の影響
が小さくなる ④ シャッタースピード 1/15s～1/30s 以下に設定することで震えによる「手振れ」
の影響が小さくなるということが示唆される。本研究では 3 軸加速度センサを用いてシフト振れ
に関する解析を行ったが、今後としてジャイロセンサを用いて角度振れに関しても震えを解析す
ることにより、さらに「手振れ」防止策を検討出来ると考えられる。 
 
